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「環境配慮型染色整理工場」という
ビジネスモデルの確立を可能に

株式会社艶金

代表取締役社長 墨 勇志



社名 株式会社艶金

住所 岐阜県大垣市十六町字高畑1050

売上 １７億９千万 （２０２１年度実績）

業務内容 洋服生地の染色整理加工、及び生地販売、縫製品販売
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ＳＤＧｓに取り組んだ経緯

環境配慮型染色工場、カーボンニュートラル（脱炭素）

自社オリジナルブランド商品販売

２０２１年1月に、サンメッセ株式会社（大垣市）が立ち上げた岐阜県内のSDGs
サイト Re:touch に掲載依頼舞い込む。

社内で行ってきた、脱炭素の取組以外の、製造業が普通に
どこでもやっている、コストダウンや事故率削減、生産性
アップなどの取組をＳＤＧｓ活動にひもづけしただけ。

それを、ＳＤＧｓ活動を積極的にやっています的な発言・発信が評価される
ことに気づいた！
それまでは、下請染色企業が、社内の改善活動を、広く一般の方も見られる
ホームページやＳＮＳに掲載するという発想は皆無でした。
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ＳＤＧｓに取り組んだ経緯

中小企業の皆様へ

皆様の業界でSDGs理念と程遠い現実はありませんか？

例えば

１．貧困をなくそう １０．人や国の不平等をなくそう
１２．つくる責任つかう責任 １３．気候変動に具体的な対策を
１４．海の豊かさを守ろう １５．陸の豊かさも守ろう

私たちのファッション業界も問題大有りの印象

中小下請け企業でも、NPO法人でも、明るい、希望が持てる地球を考え、

小規模でも行動開始する人たちの方が強い時代が来る！なぜか？
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「熱き想いを持って！」

SDGsは、理念！ 数値規制・法令ではない。

そのため、SDGsは、当事者が熱き想いを持っていないと・・・・
→企業として取り組まないと乗り遅れる。そのためのコストアップはある程度
やむを得ない。
といった感覚だと、続かない。楽しくない。あるいは見てくれだけSDGs・・・

・ 企業トップがリーダーシップを持って！（あるいは、トップをその気にさせて）
・ ネタは元々取り組んでいるコストダウン、美化活動などでもいい。とにかく発信！
・ 各々の企業が属している業界の、SDGs理念に程遠い悪い点でも言い切る！
・ ＳＤＧｓコンセプトの自社オリジナルブランドを持つと発信しやすい。（売上少なく
てもよい）

本気で始めれば・・・（本気で始めないと、いやいや感を見透かされる）
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２０２１年以降、社内は変わったのか？ 社内でＳＤＧｓ積極的取組企業という
自覚・雰囲気は生まれたか？

１００％ノー！ 「社長がいい恰好して何か言ってるわ！」
「それで、受注増えるわけないでしょう！」

ところが
地元ショッピングセンターＳＤＧｓイベントへの参画依頼
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２０２１年以降、社内は変わったのか？ 社内でＳＤＧｓ積極的取組企業という
自覚・雰囲気は生まれたか？

１００％ノー！ 「社長がいい恰好して何か言ってるわ！」
「それで、受注増えるわけないでしょう！」

ところが
地元テレビ局ＳＤＧｓ特集への撮影依頼、ＳＤＧｓ活動と同時にオリジナル商品
（のこり染）の紹介も！
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２０２１年以降、社内は変わったのか？ 社内でＳＤＧｓ積極的取組企業という
自覚・雰囲気は生まれたか？

１００％ノー！ 「社長がいい恰好して何か言ってるわ！」
「それで、受注増えるわけないでしょう！」

ところが
近隣ＳＤＧｓイベントへの参加依頼
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２０２１年以降、社内は変わったのか？ 社内でＳＤＧｓ積極的取組企業という
自覚・雰囲気は生まれたか？

１００％ノー！ 「社長がいい恰好して何か言ってるわ！」
「それで、受注増えるわけないでしょう！」

ところが
岐阜県ＳＤＧｓリーディング企業選出
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２０２１年以降、社内は変わったのか？ 社内でＳＤＧｓ積極的取組企業という
自覚・雰囲気は生まれたか？

新卒の入社希望者が増えだす。
そして、志望動機に
「貴社のＳＤＧｓへの積極的な活動や、カーボンニュートラルへの
先進的な取組、のこり染のようなエシカル商品を知る機会があって・・・・・」

既存の得意先（染色の仕事を発注してくれる企業）の担当者でさえ、
加工賃安く！納期早く！みたいな話しだけでなく、
「ツヤキンさん、やたらＳＤＧｓ活動積極的ですね。アパレルからも注目されて
いますよ」的な発言を当社営業マンが聞いてくる。

社内の雰囲気が１年ほどかけて、大きく変わりました。
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（環境省HP）
ファッション産業は、製造にかかるエネルギー使用量やライフ
サイクルの短さなどから環境負荷が非常に大きい産業と指摘さ

れており、国際的な課題となっています。
アパレル業界の実態は大量生産大量消費大量廃棄
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日本経済新聞掲載
２０２２年
３月１７日
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新規事業への挑戦
企業姿勢の発信
社員のやる気アップ

ＳＤＧｓ推進は、付加的に取り組むべきでなく、工場内のＩｏＴ化、生産性
アップ、コストダウンといった企業経営そのもの、会社の基本的な姿勢・方向
性・哲学の発信や新規事業に直結したり、採用への好影響・社員モチベーショ
ンアップなどにつながる重要な位置づけ。

ＤＸ推進

染色事業を通じてのSDGs
脱炭素経営の推進・アピール
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・ 今までは・・・ＳＤＧｓの問題のような社会課題の多くは市場規模が小さいため
ビジネスの単位にならず、ボランティア・CSR
経済活動とＳＤＧｓは相容れない（トレードオフ）という感覚

利益が出る事業 ＋ＳＤＧｓ

・ これからは（近い将来）
・・・環境価値向上あるいは、世界全体課題解決をベースにして
既存事業の存在意義の根幹や新規事業を捉える。

ＳＤＧｓ・社会課題解決 を起点に事業を組み立てる

中小企業・下請企業であっても、いち早く転換、移行を進めると、注目される。
多くの斜陽産業の存在価値が復活する可能性大なので、事業転換しなくても
よい場合も多いだろうし、新規事業が注目される可能性もあると思います。
転換しない企業は、品質・サービスが優良でも負け組になる！系列下請企業で
も状況は同じ。



ありがとうございました！

岐阜県を日本一の、SDGs先進県にしたい！！！皆さんと共に！


